
Ｐ．５１

３．教育・保育、地域子ども・子育て支援事業の推計
（１）子ども人口の推計

　朱書きにて見え消し修正

単位：人

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

Ｐ．５２

（２）教育・保育のニーズ量見込み

【本市に居住する就学前児童の教育・保育事業ニーズ量の見込み】

単位：人

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

89 82 79
38 37 35

469 433 421
426 416 403
156 152 149
245 240 235

※　1号認定については、県との協議により、当初計画の割合にて人数を算出

（認定を受けない幼稚園に通っていても保育が必要で教育希望が強い場合は２号で算出）
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（各年４月１日）

２号

３号

448 440

259 251

区分

【抜粋】
 資料１

【子ども人口の推移】

≪実績≫ ≪推計≫
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Ｐ．５６

単位：人

実績

平成25年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

①量の見込み

89 82 79
38 37 35

469 433 421
426 416 403
156 152 149
245 240 235

②確保方策

89 82 79
38 37 35

480 543 542
426 416 403
259 240 240
245 240 235
114 198 212

0 0 0

※量の見込はP.52のとおり。確保方策については、1号及び2号（教育希望が強い）は実績見込み。

2号(教育希望が強い以外）･3号は、利用定員の総数。なお、3号中0歳児は平成27年度･28年度の実

績を基に算出。

②－①
0 0

251

－

441

172

５．教育・保育事業

【教育・保育事業の年度別見込量と確保提供量】

1号認定

2号認定

3号認定

39 39

448

259

440

251

推計

39 39

448 440

3号認定

1号認定

2号認定

259

【現状】本誌の教育・保育施設は保育園が中心となり、公立保育所と私立幼稚園１箇所を合わせると

市内に８箇所あります。(以下文書省略）

【確保の方策】 本市は市内全域を1区域として考え、市内のどこに居住していても全ての保育園を利

用できます。２号､３号認定の受け入れは、市内の保育園で進めています。保育所７箇所の総定員730

人のため、２号、３号認定の受け入れについては、既存の保育園にて必要量の確保を行い、サービス

の提供主体となる保育士の維持確保に努めます。(以下文書省略）
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Ｐ．５５

※　平成２９年度児童数は実績値

１号

教育希望が
強い

左記以外

319 137

15.8% 10.1% 73.3% 40.1% 20.4%
7.1% 4.5% 75.6% 66.6% 26.1%

89　38 57　24 412　402 128　209 28　36

特定教育
・保育施設

幼稚園、保育園、認定こども
園

3 221　209 38　36

確認を受けな
い幼稚園

上記に該当しない

特定地域型 小規模、家庭的、

保育事業 居宅訪問型、事業所内保育

0 0

221　209 38　36

69.3% 27.7%
66.6% 26.1%
93 10
0 0

308 134

15.8％7.1％ 10.2% 4.6% 73.4％75.6% 40.3%66.6% 20.9％26.1%

82 37 53 24 　380　392 124　205 28　35

特定教育
・保育施設

幼稚園、保育園、認定こども
園

3 199　205 41　35

確認を受けな
い幼稚園

上記に該当しない

特定地域型 小規模、家庭的、

保育事業 居宅訪問型、事業所内保育

0 0

199　205 41　35

64.6% 30.6%
66.6% 26.1%
75 13
0 0

302 130

15.7％ 7% 10.3％ 4.6% 73.4％ 75.6% 40.4% 66.6% 20.8% 26.2%

79 35 52 23 　369　392 122　201 27　34

特定教育
・保育施設

幼稚園、保育園、認定こども
園

3 199　201 41　34

確認を受けな
い幼稚園

上記に該当しない

特定地域型 小規模、家庭的、

保育事業 居宅訪問型、事業所内保育

0 0

199　201 41　34

65.9% 31.5%
66.6% 26.2%
77 14
0 0

認可外保育施設 0

562

0

児童数Ａ

0

 

490　392

132

490　380

過不足分（提供量－ニーズ量）

保育利用率の目標値（Ｃ÷Ａ）

 

２号 ３号

３歳以上
教育希望

３歳以上保育が必要
１・２歳保
育が必要

０歳保育が
必要

 

平
成
2
9
年
度

11　0

― 0

提供量合計Ｃ 569　464

提供量合計Ｃ

621　438

128 ―

0

625 453

提供量合計Ｃ

児童数Ａ（見込み） 518

ニーズ量の見込みＢ

提供量（確保方策）

認可外保育施設 0

保育利用率（Ｂ÷Ａ）

―

認可外保育施設 0

―

― 0

（２）教育・保育の提供体制の確保の内容及びその実施時期

0

ニーズ量の見込みＢ

提供量（確保方策）  

　423　402

143 ―

保育利用率（Ｂ÷Ａ）

平
成
3
0
年
度

平
成
3
1
年
度

保育利用率の目標値（Ｃ÷Ａ）  

過不足分（提供量－ニーズ量） 110　0

保育利用率の目標値（Ｃ÷Ａ）  

過不足分（提供量－ニーズ量） 121　0

保育利用率（Ｂ÷Ａ）

児童数Ａ（見込み） 503

ニーズ量の見込みＢ

提供量（確保方策）  
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